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★
 
―

作

者

は
作

品

の
「
正

解

」
を
知

ら
な
い…

？―
 

   

文

学

論

は
評

論

の
重

要

テ
ー
マ
の
一

つ
で
す
。
し
か
し
、
日

本

人

の
大

半

が
日

本

の

文

学

に
つ
い
て
知

ら
な
い
事

態

が
起

き
て
い
ま
す
。
「
夏

目

漱

石

と
か
聞

い
た
こ
と
あ
る

け
ど
、
な
ん
だ
っ
け
？

」
と
い
う
人

が
大

半

で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
文

学

論

が
出

題

さ
れ

る
と
厳

し
く
な
る
受

験

生

が
後

を
絶

ち
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
と
基

礎

を
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。 

  

文

学

と
は
、
小

説

以

外

に
も
、
神

話

や
伝

説

な
ど
の
叙

事

詩

、
作

者

の
感

情

を
表

現

し
た
叙

情

詩

な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。
小

説

や
随

筆

・
評

論

な
ど
は
散

文

と
も
言

い
、
詩

な

ど
は
韻

文

と
も
言

わ
れ
ま
す
。 

 

さ
て
、
近

代

を
境

目

に
文

学

、
特

に
小

説

は
大

き
な
変

化

を
見

せ
ま
す
。
ま
ず
、
言

文

一

致

運

動

で
す
。
近

代

（
明

治

時

代

）
は
、
書

き
言

葉

（
文

語

）
と
話

し
言

葉

（
口

語

）

の
間

に
あ
ま
り
に
も
大

き
な
隔

た
り
が
あ
り
ま
し
た
。
何

と
か
小

説

に
口

語

を
取

り
入

れ

よ
う
と
作

家

た
ち
が
苦

心

し
た
の
で
し
た
。 

 
 

・
神

話

：
神

や
英

雄

が
世

界

の
創

造

を
す
る
話

。
根

拠

が
な
い
話

の
比

喩

と
し
て
も
使

わ
れ
る
。 

・
叙

事

詩

：
主

に
古

代

に
作

ら
れ
た
、
出

来

事

を
記

述

し
た
詩

。 

・
叙

情

詩

：
近

代

詩

に
多

く
見

ら
れ
る
、
作

者

の
感

情

を
表

現

し
た

詩

。 

・
散

文

：
小

説

な
ど
の
通

常

の
文

章

。
対

義

語

は
「
韻

文

」
。 

・
言

文

一

致

運

動

：
小

説

に

話

し
言

葉

を

適

用

し

よ

う

と

す

る

運

動

。 
 

・
文

語

：
書

か
れ
た
言

葉

。
対

義

語

は
「
口

語

」
。 

・
苦

心

：
あ
れ
こ
れ
心

を
使

っ
て
苦

労

す
る
こ
と
。 

 

◎評 論 キーワード  

当 サイ トは こ ちらか らご 覧 に なれま す 。  
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近

代

ま
で
の
物

語

は
、
主

人

公

が
特

異

的

な
力

を
持

っ
て
い
る
な
ど
虚

構

の
要

素

が

強

か
っ
た
の
で
す
が
、
近

代

に
入

る
と
、
主

人

公

が
平

凡

な
一

般

人

の
小

説

が
多

く
登

場

し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
も
虚

構

で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
や
リ
ア
ル
に
近

づ
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
大

正

時

代

あ
た
り
に
な
る
と
、
作

者

自

身

が
主

人

公

で
あ
る
「
私

小

説

し

し

ょ

う

せ

つ

」
と
い
う

も
の
が
登

場

し
ま
す
。
こ
れ
は
日

本

文

学

の
特

徴

で
、
小

説

を
よ
り
リ
ア
ル
に
近

づ
け
よ

う
と
す
る
も
の
で
し
た
。
こ
う
し
た
現

実

志

向

を
リ
ア
リ
ズ
ム
や
自

然

主

義

と
言

い
ま
す
。 

  

小

説

に
は
「
語

り
手

」
と
い
う
存

在

が
い
ま
す
。
語

り
手

は
、
作

者

の
よ
う
に
み
え
て
作

者

で
は
な
く
、
登

場

人

物

の
よ
う
に
み
え
て
登

場

人

物

で
は
な
い
不

思

議

な
存

在

で
す
。

語

り
手

は
、
様

々
な
登

場

人

物

に
と
り
つ
い
て
、
そ
の
人

の
視

点

か
ら
物

語

り
ま
す
。
た

ま
に
、
語

り
手

が
読

者

に
嘘

の
情

報

を
伝

え
て
読

者

を
混

乱

さ
せ
る
小

説

も
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

・
特

異

的

：
他

の
状

態

で
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
。 

・
虚

構

：
実

際

に
は
な
い
、
作

り
上

げ
た
も
の
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。 

・
私

小

説

し

し

ょ

う

せ

つ

：
日

本

文

学

独

特

の
小

説

の
型

。
作

者

自

身

が
主

人

公

と
さ
れ
る
。 

・
リ
ア
リ
ズ
ム
：
現

実

主

義

。 

・
自

然

主

義

：
見

た
ま
ま
あ
り
の
ま
ま
を
写

し
取

る
態

度

。 

・
語

り
手

：
物

語

を
物

語

る
存

在

。
ナ
レ
ー
タ
ー
。 

◎評 論 キーワード  

 
A  

B  

C  

D  

語 り手  
Ａ

視

点

の
情

報

 

作 者  

 …  
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小

説

は
作

者

が
書

い
て
い
る
わ
け
で
、
作

者

が
小

説

の
「
正

解

」
を
知

っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
よ
ね
。
し
か
し
、
作

者

は
本

当

に
「
正

解

」
を
知

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

 

 

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
と
い
う
人

は
「
作

者

の
死

」
を
提

唱

し
ま
し
た
。
「
作

者

の
死

」
と
は
、

作

者

の
権

威

が
無

く
な
っ
た
こ
と
を
意

味

し
ま
す
。
読

書

に
お
け
る
小

説

は
、
読

者

た
ち

が
個

人

の
感

性

に
基

づ
い
て
読

む
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
正

解

を
当

て
る
テ
ス
ト
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
す
る
と
、
読

者

に
よ
っ
て
解

釈

が
分

か
れ
ま
す
。
そ
の
解

釈

の
中

か
ら
、
作

者

で

す
ら
思

い
も
よ
ら
な
か
っ
た
新

た
な
読

み
方

が
発

見

さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
す
。 

 

ま
た
、
作

品

自

体

が
、
他

の
作

品

や
社

会

背

景

（
コ
ン
テ
ク
ス
ト
）
に
依

存

し
て
も
い

ま
す
。
こ
れ
を
間

テ
ク
ス
ト
性

と
い
い
ま
す
。
一

人

の
作

者

が
作

品

を
統

括

す
る
こ
と
は

不

可

能

な
の
で
す
。 

 
 

・
作

者

の
死

：
作

者

の
意

図

を
重

視

す
る
見

方

を
変

え
た
、
バ
ル
ト
の

論

文

。 

・
権

威

：
優

れ
た
も
の
と
し
て
他

人

を
威

圧

し
て
自

分

に
従

わ
せ
る
威

力

。 

・
感

性

：
様

々
な
物

を
見

た
り
聞

い
た
り
し
た
と
き
の
心

の
動

き
。 

・
テ
ク
ス
ト
：
書

か
れ
た
も
の
。 

・
解

釈

：
物

事

の
意

味

を
理

解

す
る
こ
と
。 

・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
：
文

脈

・
背

景

。 

・
間

テ
ク
ス
ト
性

：
あ
る
作

品

が
他

の
作

品

や
社

会

背

景

の
影

響

下

に
あ
る
こ
と
。 

・
統

括

：
別

々
の
も
の
を
一

つ
に
ま
と
め
る
こ
と
。 

◎評 論 キーワード  

読 者  

〈
間

テ
ク
ス
ト
性

〉 

作 者  

〈 作 者 の死 〉  
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★

     
 

 

●
近

代

小

説

は
言

文

一

致

が
課

題

だ
っ
た
！

 

        
 

 

●
「
私

小

説

」
と
い
う
日

本

特

有

の
文

学

作

品

が
誕

生

！
 

       
 

 

●
作

者

は
作

品

の
「
正

解

」
を
知

る
存

在

で
は
な
い
！

 

読 者  

〈
間

テ
ク
ス
ト
性

〉 

作 者  

〈 作 者 の死 〉  

 

 我 、 知 らば…  

僕 が知 って  

いたら…  

 
僕 が知 って  

いたら…  

口 語  文 語  

言

文

一

致

 

 

作 者  

主 人 公 ＝ 作 者  


